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第３章 建築物の地震被害の想定 

１．地質の概要 

薩摩川内市の基盤は、中生代白亜紀の堆積岩類であり、市の北部の山地を構成している。また、

基盤の上には新生代新第三紀中新世～第四紀更新世の火山活動による火砕流堆積物および溶岩類

が分布している。 

一方、川内川をはじめとする河川や支谷沿いの低地には、第四紀完新世の堆積物が分布している。

河川沿いに分布する堆積物は、未固結な礫・砂・泥より構成される。ただし、甑島においては、本

土部に見られるような河川沿いの低地は発達しておらず、海岸沿いの限られた箇所に分布が見られ

るのみである。 

 

 

図３－１ 表層地質図（本土部付近） 
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図３－２ 表層地質図（甑島） 
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２．想定される地震の規模 

 

（１）鹿児島県地震等災害被害予測調査（2014年）に示される地震の規模 

鹿児島県では、地域防災計画策定に際して、発生頻度は極めて低いが発生すれば甚大な被害をも

たらす最大クラスのものを中心に、県地域防災計画検討有識者会議の意見を踏まえ、2014年に以下

のとおり地震を想定している。（表３－１、図３－３参照） 

➢ 地域における過去最大の地震と同規模以上の地震（基本はマグニチュード７又は８クラス） 

➢ 可能な範囲で最新の科学的知見（国のデータ等）を踏まえた想定（南西諸島海溝沿いのマグ

ニチュード９クラスの巨大地震については、今回は想定しない。） 

➢ 鹿児島県への影響及び地震等発生可能性を考慮した想定（県及び周辺地域に分布する活断層

等を震源とする地震、海溝型地震及び桜島の海底噴火に伴う津波の想定） 

➢ 国や有識者会議から新たな知見が示された場合に再検討可能な想定 

➢ 県内全市町村の直下にマグニチュード６クラスの地震を想定。 

 

表３－１ 想定地震等の概要 

 

番号 想 定 地 震 等 の 位 置 

気象庁 

マグニチュード 

(Mj) 

モーメント 

マグニチュード

(Mw) 

最大震度 津波 

① 鹿児島湾直下 7.1 6.6 7 〇 

② 
県西部直下 

【市来断層帯（市来区間）近辺】 
7.2 6.7 7 〇 

③ 
甑島列島東方沖 

【甑断層帯（甑区間）近辺】 
7.5 6.9 6 強 〇 

④ 
県北西部直下 

【出水断層帯近辺】 
7.0 6.5 7 － 

⑤ 
熊本県南部 

【日奈久断層帯（八代海区間）近辺】 
7.3 6.8 7 〇 

⑥ 
県北部直下 

【人吉盆地南縁断層近辺】 
7.1 6.6 5 強 － 

⑦ 
南海トラフ 

【東海･東南海･南海･日向灘（4連動）】 
― 

地震：9.0 
津波：9.1 

6 強 〇 

⑧ 種子島東方沖 ― 8.2 6 強 〇 

⑨ トカラ列島太平洋沖 ― 8.2 6 弱 〇 

⑩ 奄美群島太平洋沖（北部） ― 8.2 7 〇 

⑪ 奄美群島太平洋沖（南部） ― 8.2 6 強 〇 

⑫Ａ 
桜島北方沖 

【桜島の海底噴火】 
― ― ― 〇 

⑫Ｂ 
桜島東方沖 

【桜島の海底噴火】 
― ― ― 〇 

 

 

 



- 36 - 

 

 

図３－３ 鹿児島県による想定地震の震源域等の位置 
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（２）鹿児島県による本市の震度予測 

鹿児島県による想定地震の内、震源が薩摩川内市の遠くに位置する場合には、市域への影響が小

さいことから、薩摩川内市における予測震度が４以上となる①～⑧の地震についての予測震度分布

図を以下に示す。 

 

① 鹿児島湾直下 

  

 

・市のほぼ全域で予測震度３～震度４ 

・樋脇～入来で揺れが大きく、予測震度は５弱～震度５強 

 

 

② 県西部直下【市来断層帯（市来区間）近辺】 

  

 

・震源断層に近い市の南部で最大予測震度６強 

・市の北部及び甑島で揺れがやや小さく、予測震度は４程度 
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③ 甑島列島東方沖【甑断層帯（甑区間）近辺】 

  

 

・震源断層に近い甑島で予測震度５強～６弱 

・本土部の海岸部では予測震度６弱であるが、市の東部程揺れが小さく、予測震度は４程度 

 

 

④ 県北西部直下【出水断層帯近辺】 

  

 

・震源断層に近い市の北中部で予測震度５弱～５強 

・甑島では、予測震度は３～４程度 
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⑤ 熊本県南部【日奈久断層帯（八代海区間）近辺】 

  

 

・市の全域で予測震度３～４ 

・一部で予測震度５弱 

 

 

⑥ 県北部直下【人吉盆地南縁断層近辺】 

  

 

・震源断層に近い本土部で予測震度３～４ 

・甑島では、予測震度は２～３程度 
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⑦ 南海トラフ【東海・東南海・南海・日向灘（４連動・基本）】 

  

 

・南海トラフ地震はマグニチュード９クラスの巨大地震と想定されているが、震源域は九州

の太平洋側であるために、震源域に近い市の東部で予測震度５弱、中西部では予測震度４

と予想されている 

・西方ほど予測震度は小さく、甑島では予測震度は３程度 

 

 

⑧ 種子島東方沖 

  

 

・震源域に近い市の東部で予測震度５弱 

・西方ほど予測震度は小さく、甑島では予測震度は４程度 
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（３）全地震の重ね合わせによる最大想定震度 

 

  

 

・本土部では、ほぼ県西部直下地震の予測震度に一致しているが、種子島東方沖地震が発生

した場合を反映して市の北西部で震度５弱となっている 

・甑島では、甑島列島東方沖地震（甑断層帯）が発生した場合が想定最大となる 

 

 

（４）本市における地震の規模 

1997年に薩摩地方を震源として発生した鹿児島県北西部地震は、３月26日にマグニチュード6.6、

５月13日にはマグニチュード6.4と大きな地震が続けて発生しているが、５月13日の地震では現在

の薩摩川内市で震度６弱のかなり大きな揺れを観測し、家屋被害やがけ崩れが発生している。また、

鹿児島県内には出水断層帯，甑断層帯，市来断層帯などの地震を起こす可能性がある活断層が分布

していることから、確率は小さいながら同様の規模の地震が発生する可能性がある。 

加えて、2016年には隣接する熊本県で、活断層である布田川・日奈久断層帯の活動による熊本地

震が発生し、甚大な被害が発生したばかりであり、これを教訓とした大地震に対する備えが必要で

ある。 

九州南部では、過去に次頁図３－４に示すようにマグニチュード５～７クラスの地震が発生して

いるが、県による想定される大規模地震に対する震度予測結果を参考に想定地震について検討を行

った。 
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図３－４ これまでに九州南部で発生した主な地震と活断層 

近年、中越地震や福岡西方地震あるいは能登半島地震のように、これまで注目されていなかった

地域で大きな地震が相次いで発生しており、未知の断層による地震発生の可能性を否定することが

できない。したがって、本市において大きな揺れが想定される大規模地震としては、「地震防災マ

ップ作成技術資料（平成17年、内閣府）」に記されている「全国どこでも起こりうる直下の地震※」、

マグニチュード6.9を想定した。 

建築物の全壊率による地域の危険度は、①薩摩川内市直下地震と②鹿児島県想定地震最大の２ケ

ースで検討を行った。 

 

※【全国どこでも起こりうる直下の地震】について 

 マグニチュード６クラスの地震を発生させる活断層は未だ確認されていないものが多

く、どこで地震が発生するかはわからないのが現状である。地震防災マップ作成技術資料

では、マグニチュード６クラスの最大値として６.９の値を「全国どこでも起こりうる直下

の地震」と位置づけており、今回の検討でも薩摩川内市直下にマグニチュード6.9の地震

を想定した。 

最近の被害地震では、兵庫県南部地震(阪神・淡路大震災)のマグニチュードは7.3，中

越地震のマグニチュードは6.8であり、マグニチュード6.9はこれらのほぼ中間的な値と

なっている。 
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３．建築物被害想定 

（１）地表面付近の揺れやすさ判定結果 

① 本市直下地震 

市域に大きな影響を及ぼすと考えられる地震（マグニチュード 6.9 の直下型地震）を想定し、

地表面付近の揺れやすさを推定した。 

地震動は、市の北部山地～西部の海岸近くの地域に分布する中生代の地層に比べると火山岩の

方が揺れやすいため、中生代の地層の分布場所での予測震度５強に対して火山岩の分布地域では

予測震度が６弱となっている。また、地表に未固結の堆積物がある場合には、地震動の増幅現象

が起こるため、河川沿いの低地を中心として予測震度はさらに大きく、６強となっている。 

甑島では、中生代から古第三紀の地質が大勢を占め、大半の地域で予測震度は５強となるが、

一部海岸沿いの低地等で予測震度は６弱となっている。 

 

 

図３－５ 揺れやすさマップ－① 本市直下地震 
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② 鹿児島県想定地震最大 

市来断層帯等の活断層による地震を想定し、地表面付近の揺れやすさを鹿児島県による想定結

果を重ね合わせ、県想定最大として推定した。 

地震動は、市来断層帯に近い市の南部で最大予測震度６強と推定されているが、震源域から離

れた市の北部で揺れがやや小さく、予測震度は４程度となっている。 

一方、甑島では、市来断層による地震では震度３～震度４程度のやや小さい揺れが予想されて

いるが、甑断層帯による地震が発生した場合には予測震度は震度５強～震度６弱となっている。 

 

 

図３－６ 揺れやすさマップ－② 鹿児島県想定地震最大 
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（２）地域危険度（建築物全壊率）の判定結果 

推定した地震による揺れやすさ（震度分布）と建築物の構造・建築年代に対して想定される地域

危険度（建築物全壊率）を推定した。想定地震は、① 薩摩川内市直下地震、② 鹿児島県想定最大 

の２ケースとした。 

 

①  本市直下地震 

地域危険度（建築物全壊率）は、予測震度が大きくなる川内川沿いの低地で全体的に高くなる

傾向にある。しかし、地盤条件や予測震度が同様であっても、地区によって建築物全壊率が異な

っている。この違いは耐震性が低いとされる昭和 56 年以前の建築物の占める割合の大小による

ものである。 

 

 

②  鹿児島県想定地震最大 

主に活断層による想定地震による最大想定震度から算出した建築物全壊率は、予測震度が大き

い地域で高い傾向にあり、本土部では予測震度が大きい川内東部～樋脇地区で相対的に高くなっ

ている。 

甑島でも同様であり、予測震度が６弱となる海岸地域で建築物全壊率が相対的に高い傾向にあ

る。 
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図３－７ 地域危険度（建築物全壊率）マップ－① 本市直下地震 

全壊建築物棟数率（%） 
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図３－８ 地域危険度（建築物全壊率）マップ－② 鹿児島県想定地震最大 

全壊建築物棟数率（%） 
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